
(

一
六
八
八) 

（
一
六
九
九
） 

(

一
七
一
六) 

(

一
六
九
五) 

(

一
七
一
八) 

(

一
七
一
九) 

(

一
七
二
四) 

(

一
七
三
〇) 

(

一
七
三
四) 

                             

第
十
一
節 

人 

物 
   

本
項
で
は
郷
土
史
に
出
て
く
る
人
物
に
つ
い
て
集
録
す
る
こ
と 

と
し
、期
間
は
本
島
に
は
じ
め
て
代
官
が
駐
在
し
た
元
禄
三
年(

一 

六
九
〇
）
ご
ろ
か
ら
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
ま
で
と
し
、
そ
れ 

を
年
代
順
に
当
時
の
職
名
、
後
裔
の
判
明
し
て
い
る
分
に
つ
い
て 

は
そ
れ
も
併
記
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

元
禄 

元
年 

大
城
間
切
与
人
中
城
没
す
。（
内
城
宗
家
系
図
） 

元
禄 

八
年 

喜
美
留
間
切
与
人
、
中
城
の
子
池
久
保
没
す
。 

元
禄
十
二
年 

喜
美
留
間
切
与
人
先
久
間
没
す
。 

正
徳 

元
年 

与
人
平
安
山(

手
々
知
名
大
坪
氏)

、
久
米
村
（
和 

 
 
 
 
 
 

の
前
氏
）、
具
永
久
（
和
泊
陽
氏
）
の
名
、
答
申 

 
 
 
 
 
 

上
書
に
あ
り
。 

享
保 

元
年 

平
安
山
、
久
米
村
、
豊
峯
（
内
城
村
豊
山
氏
）
与 

 
 
 
 
 
 

人
に
任
ぜ
ら
る
。 

                                  

享
保 

三
年 

間
切
横
目
七
名
設
置
。
具
永
久
、
具
志
川
（
有
川 

 
 
 
 
 
 

貞
辰
氏
祖
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

享
保 

四
年 

琉
球
尚
敬
王
即
位
、
与
人
平
安
山
、
取
払
役
具
永 

 
 
 
 
 
 

久
、
祝
の
た
め
渡
琉
。
以
後
即
位
ご
と
に
此
の
例 

 
 
 
 
 
 

あ
る
も
略
す
。 

享
保 

九
年 

喜
美
留
村
下
へ
朝
鮮
船
漂
着
。
船
取
仕
立
宰
領
与 

 
 
 
 
 
 

人
久
米
村
同
平
安
山
取
払
役
富
玖
安
相
付
琉
球
へ 

 
 
 
 
 
 

送
届
候
。 

享
保
十
五
年 

嘉
美
座
（
手
々
知
名
龍
野
氏
）
冝
嘉
統
与
人
に
任 

 
 
 
 
 
 

ぜ
ら
る
。 

享
保
十
九
年 

平
安
統
（
宗
武
重
氏
祖
）、
富
玖
治
（
大
脇
福
荘 

 
 
 
 
 
 

氏
祖
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 順 

嘉
永
五
年(

一
八
五
三) 

弘
化
二
年(

一
八
四
五) 

天
保
八
年(

一
八
三
七) 

天
保
三
年(

一
八
三
二) 

文
政
六
年(

一
八
二
三) 

文
化
十
二
年(

一
八
一
五) 

寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇) 

天
明
六
年(

一
七
八
六) 

明
和
九
年(

一
七
七
二) 

年 

一
一
、
〇
三
〇
人 

一
〇
、
六
三
六
人 

九
、
七
六
八
人 

九
、
五
九
八
人 

九
、
三
二
四
人 

八
、
九
七
一
人 

九
、
五
〇
八
人 

九
、
一
四
五
人 

一
一
、
四
〇
七
人 

総
人
口 

八
二
人 

流
罪
人 

一
二
四
人 

一
〇
〇
人 

七
六
人 

五
四
人 

六
四
人 

七
〇
人 

遠
島
人 六

〇
人 

流
人 七

九
人 

遠
島
人 

居
付
四
人 

居
付
五
人 

居
付
四
七
人
、
借
島
四
人 

滞
島
三
人
、
居
付
五
人 

居
付
十
一
人
、
借
島
四
人 

居
付
十
三
人
、
滞
島
四
人 

寺
番
一
人 

居
付
十
一
人 

居
付
五
人
、
住
職
一
人 

  

島
居
付
、
借
島
、
滞
島 

 

(

一
七
一
一) 
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(

一
七
四
四) 

(

一
七
四
五) 

(

一
七
五
〇) 

(

一
七
五
一) 

(

一
七
五
六) 

(

一
七
五
四) 

(

一
七
六
二) 

(

一
七
六
九) 

(

一
七
七
一) 

(

一
七
七
四) 

(

一
七
七
五) 

(

一
八
〇
〇) 

(

一
八
〇
二) 

(

一
八
〇
七) 

(

一
八
一
〇) 

(

一
八
一
四) 

(

一
八
一
七) 

(

一
八
一
八) 

(

一
七
八
一) 

(

一
七
八
六) 

(

一
七
九
〇) 

(

一
七
八
七) 

(

一
七
九
一) 

(

一
七
九
二) 

(

一
七
九
三) 

(

一
七
九
七) 

(

一
八
二
二) 

(

一
八
二
五) 

(

一
八
三
八) 

(

一
八
三
九) 

(

一
八
四
七) 

(

一
八
五
四) 

(

一
八
五
五) 

(

一
八
五
六) 

(

一
八
五
八) 

一
八
三
〇 

一
八
四
三 

延
享 

元
年 

仁
志
平（
和
泊
和
気
西
亮
氏
祖
先
）、池
悦（
内
城
） 

 
 
 
 
 
 

与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

延
享 
二
年 

富
玖
安
（
手
々
知
名
大
脇
氏
祖
）
与
人
に
任
ぜ
ら 

 
 
 
 
 
 

る
。
横
目
二
名
詰
。 

寛
延 

三
年 
与
人
池
悦
、
横
目
平
安
統
、
取
払
役
永
喜
三
、
漂 

 
 
 
 
 
 

着
唐
人
十
七
人
琉
球
へ
送
り
届
く
。 

宝
暦 

元
年 

具
志
川
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。
こ
の
年
喜
美
留
与
人 

 
 
 
 
 
 

池
悦
碑
を
建
つ
（
内
城
の
山
田
の
家
に
あ
り
）。 

宝
暦 

四
年 

平
安
統
（
内
城
宗
氏
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

宝
暦 

六
年 

尚
穆
王
即
位
に
付
、
調
物
与
人
寄
富
玖
政
（
大
脇 

 
 
 
 
 
 

氏
祖
）、
掟
具
志
政
送
届
（
異
国
与
人
富
玖
郷
の 

 
 
 
 
 
 

墓
建
つ
） 

宝
暦
十
二
年 

津
口
横
目
六
名
、
田
地
横
目
兼
山
方
横
目
三
名
設 

 
 
 
 
 
 

置
（
い
ず
れ
も
氏
名
不
詳
） 

明
和 

六
年 

富
玖
治
（
大
脇
氏
祖
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

明
和 

八
年 

藩
主
慶
事
に
よ
り
献
上
物
調
斉
し
、
与
人
富
玖
治 

 
 
 
 
 
 

上
国
す
。 

安
永 

三
年 

御
祝
儀
に
付
与
人
玉
江
原
（
和
泊
竹
夏
再
志
氏
祖 

 
 
 
 
 
 

先
）
上
国
す
。 

安
永 

四
年 

御
祝
儀
に
付
与
人
久
志
堅
（
伊
集
院
氏
祖
）
上
国 

      寛
政
十
二
年 

尚
温
王
、
王
位
に
封
ぜ
ら
れ
与
人
真
玉
橋
、
掟
平 

 
 
 
 
 
 

安
瑞
宰
領
。 

享
和 

二
年 

宮
川
（
和
泊
の
栄
宮
信
氏
祖
先
）
与
人
に
任
ぜ
ら 

 
 
 
 
 
 

る
。 

文
化 

四
年 

尚
灝
王
王
位
に
封
ぜ
ら
れ
、
与
人
西
正
、
取
払
役 

 
 
 
 
 
 

平
安
雄
宰
領
。 

文
化 

七
年 

唐
に
漂
着
し
た
長
久
丸
に
種
子
島
の
人
九
人
、
秋 

 
 
 
 
 
 

目
の
人
六
人
、
指
宿
の
人
二
人
、
今
和
泉
の
人
一 

 
 
 
 
 
 

人
、
垂
水
の
人
一
人
、
下
泉
町
の
一
人
船
頭
は
鹿 

 
 
 
 
 
 

児
島
下
町
の
貞
次
郎
、
こ
の
外
に
沖
永
良
部
島
の 

 
 
 
 
 
 

久
志
検
村
中
元
、喜
美
留
村
白
間
、畦
布
村
里
江
、 

 
 
 
 
 
 

和
泊
村
仲
留
、手
々
知
名
村
季
国
の
五
人
い
た
が
、 

 
 
 
 
 
 

肩
書
き
は
な
い
。 

文
化
十
一
年 

夏
鼎
用
（
旧
名
玉
江
原
、
夏
再
志
氏
祖
先
）、
平 

 
 
 
 
 
 

安
統（
内
城
の
宗
氏
の
祖
先
）与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

文
化
十
四
年 

久
志
堅
（
伊
集
院
氏
祖
）、
清
澄
（
喜
美
留
の
福 

 
 
 
 
 
 

山
清
寛
氏
祖
先
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

文
政 

元
年 

文
化
・
文
政
の
こ
ろ
和
泊
の
董
美
子
、
手
々
知
名 

 
 
 
 
 
 

の
盛
平
、
甘
蔗
苗
を
徳
之
島
よ
り
求
め
挿
植
製
法 

 
 
 
 
 
 

伝
習
せ
し
と
い
う
。
県
史
二
巻
に
は
沖
永
良
部
の 

 
 
 
 
 
 

す
。 

天
明 

元
年 

直
川
（
和
泊
陽
氏
祖
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

天
明 

六
年 

宜
志
甫
（
大
城
、
伊
集
院
周
熊
氏
祖
先
）
与
人
に 

 
 
 
 
 
 

任
ぜ
ら
る
。 

天
明 

七
年 

董
南
美
（
和
泊
、
有
川
貞
康
氏
祖
先
）
与
人
に
任 

 
 
 
 
 
 

ぜ
ら
る
。 

寛
政 

二
年 

永
良
部
か
ら
山
原

や
ん
ば
る

へ
向
か
っ
た
舟
が
辰
の
風
の 

 
 
 
 
 
 

た
め
十
四
日
間
漂
流
し
、
朝
鮮
全
羅
道
興
陽
県
に 

漂
着
し
た
。
舟
の
長
さ
六
十
尺
広
さ
十
尺
五
寸
高 

さ
六
尺
船
中
に
米
、
麦
、
粟
、
豆
、
木
綿
、
蕉
な
ど 

の
せ
て
い
た
。
船
中
の
人
口
は
七
名
、
喜
美
留
村 

の
伊
名
川
、
前
平
、
喜
者
富
、
国
頭
村
の
高
甫
、 

 
 
 
 
 
 

出
花
村
の
仲
正
、
先
甫
、
畦
布
村
の
神
屋
の
七
名 

 
 
 
 
 
 

だ
っ
た
。 

寛
政 

三
年 

平
安
統（
内
城
の
宗
氏
祖
先
）与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

寛
政 

四
年 

真
玉
橋
（
手
々
知
名
龍
野
為
秀
氏
祖
先
）
与
人
に 

 
 
 
 
 
 

任
ぜ
ら
る
。 

寛
政 
五
年 

玉
川
（
和
泊
の
陽
兼
良
氏
祖
先
）
与
人
に
任
ぜ
ら 

 
 
 
 
 
 

る
。 

寛
政 

九
年 
西
正(

和
泊
の
西
彦
熊
氏
祖
先)

与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

      

 
 
 
 
 
 

黍
栽
培
開
始
は
一
八
三
〇
年
代
で
、
与
論
島
は
一 

 
 
 
 
 
 

八
四
〇
年
代
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

文
政 

五
年 

杜
美
粲
（
和
泊
市
来
惟
一
氏
祖
先
）
与
人
に
任
ぜ 

 
 
 
 
 
 

ら
る
。 

文
政 

八
年 

喜
美
座
（
手
々
知
名
龍
為
久
氏
祖
先
）
与
人
に
任 

 
 
 
 
 
 

ぜ
ら
る
。 

天
保 

九
年 

尚
育
王
被
封
王
位
、
与
人
寄
饒
覇
、
取
払
役
饒
丕 

 
 
 
 
 
 

宰
領
。 

 
 
 
 
 
 

杜
敬
業
（
和
泊
、
市
来
惟
一
氏
祖
先
）
与
人
に
任 

 
 
 
 
 
 

ぜ
ら
る
。 

天
保 

十
年 

右
左
美

う

さ

み

（
町
田
实
彰
氏
祖
先
）与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

天
保 

年
間 

夏
鼎
幹
（
竹
氏
祖
先
）、
曽
勲
（
沖
島
氏
祖
先
） 

 

（ 
 
 

）
唐
本
通
事
に
任
ぜ
ら
る
。 

弘
化 

四
年 

与
人
町
右
左
美
致
至
、
そ
の
子
右
左
則
襲
職
。 

安
政 

元
年 

伊
名
川
（
伊
地
知
季
忠
氏
祖
先
）
与
人
に
任
ぜ
ら 

 
 
 
 
 
 

る
。 

安
政 

二
年 

坦
晋
（
操
坦
勁
氏
祖
父
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

安
政 

三
年 

蘇
廷
良
（
沖
利
基
氏
祖
先
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

安
政 

五
年 

内
城
村
、玉
城
村
境
の
石
橋
を
内
城
村
の
平
安
明
、 

 
 
 
 
 
 

平
安
長
、
宗
悦
、
和
村
の
玖
米
統
ら
よ
り
工
費
寄 
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(
一
八
六
一) 

(

一
八
六
二) 

(

一
八
六
三) 

(

一
八
六
四) 

(

一
八
六
五) 

 
 
 
 
 
 

附
し
、
架
設
す
。 

文
久 

元
年 

山
真
粹
憲
（
山
口
通
志
氏
祖
父
）
与
人
に
任
ぜ
ら 

 
 
 
 
 
 

る
。 

文
久 

二
年 
義
盛
（
和
泊
の
西
氏
祖
先
）
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。 

文
久 

三
年 
政
照
自
費
を
以
て
報
恩
丸
を
製
造
、
英
艦
襲
来
の 

 
 
 
 
 
 

安
否
を
伺
わ
し
む
。
間
切
横
目
坦
栽
（
坦
勁
氏
の 

 
 
 
 
 
 

父
）
上
麑
す
。 

元
治 

元
年 

政
照
与
人
に
任
ぜ
ら
る
。
西
郷
隆
盛
胡
蝶
丸
で
帰 

 
 
 
 
 
 

麑
す
。 

慶
応 

元
年 

和
泊
村
の
西
宜
美
宅
（
宮
窪
）
旧
井
捜
掘
す
。 

同
年 

 
 
 

尚
泰
王
被
封
王
位
、
与
人
蘇
廷
良
、
取
払
役
蘇
廷 

 
 
 
 
 
 

讓
宰
領
。 
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